
 

 資 料 ２ 

「放射線防護資機材、物資、燃料の備蓄・供給体制」「緊急時モニタリングの実施

体制」「原子力災害時の医療等の実施体制」の対応について 

「放射線防護資機材、物資、燃料の備蓄・供給体制」「緊急時モニタリングの実施

体制」「原子力災害時の医療等の実施体制」について、災害時に対応すべき事項及び

今後整理や調整が必要な点は、以下の通り。 

これらの課題に対する対応について、以下の通り、対応する。 

（第 11 回作業部会（令和２年２月２日開催）で使用した資料に、太文字で加筆・

修正。）

１．放射線防護資機材の備蓄・供給体制 

① PAZ 内の防護対策を担う自治体職員、警察・消防職員（消防団員を含む）のほ

か、ﾊﾞｽ会社等の運転者、放射線防護対策施設の施設管理者等向けに防護服・個

人線量計等の放射線防護資機材を備蓄。緊急時には、自治体職員や避難誘導者

等が、これらの放射線防護資機材を用いて活動を実施。平時にはこれらの使用

方法に関する訓練・研修を定期的に実施。 

② UPZ 内住民の一時移転等において住民搬送を担う輸送事業者等には、原則、放

射線防護資機材備蓄拠点や緊急時に設置する一時集結拠点（一部の避難退域時

検査場所を活用）で放射線防護資機材を配布。一時集結拠点等では、放射線防

護資機材の使用方法に関する説明のほか、避難者搬送等の業務が、ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞﾎﾟｽ

ﾄにおける直近の観測結果等を基に、被ばく線量の管理目安である積算 1mSv を

下回ることをあらかじめ確認。また、PAZ 同様、平時から放射線防護資機材の使

用方法に関する訓練・研修を定期的に実施。 

 一時集結拠点の候補地をあらかじめ決めておく必要。

⇒「PAZ 内防護措置に備えた放射線防護資機材の備蓄体制」「UPZ 内防護措置に備え

た放射線防護資機材の備蓄・供給体制」を整理。
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資 料 ３

柏崎刈羽地域における原子力災害と雪害の複合災害時の対応について（案）

１．除雪にかかる対応

（平時） 

① 雪害に対する災害応急対策体制の充実・強化【国土交通省、東日本高速道路株式
会社、新潟県、関係市町村】 

② 全面緊急事態以降の除雪体制の構築【新潟県】 
③ 原子力災害時に優先的に除雪する道路の特定【内閣府、新潟県、柏崎市、刈羽村】

（原子力災害時） 

④ 原子力災害時に優先的に除雪を実施する道路にリソースを集中させ対応 

⑤ 不測の事態には、関係自治体の要請により実動組織（警察、消防、海保庁、自衛隊）
が必要に応じ支援を実施

２．避難にかかる対応

（平時） 

① 複数の避難経路を設定【関係市町村】 
② 基本となる避難先（３方向（新潟・村上方面、魚沼・湯沢方面、糸魚川・妙高方面）
の内いずれか）へ避難できない場合に備え、その他の２方向に避難先を変更することを
あらかじめ意思決定【内閣府、新潟県】 

③ 原子力災害時避難円滑化モデル実証事業の実施（監視カメラの設置）、原子力発
電施設等緊急時安全対策交付金の活用（融雪装置の設置、法面保護、道路拡幅
等）【内閣府、新潟県、柏崎市、関係市町村】 

④ 豪雪時に備えた安定ヨウ素剤の配布【内閣府、規制庁、新潟県、関係市町村】

（原子力災害時） 

⑤ 除雪の状況を踏まえた、避難先・避難経路・避難タイミングを決定 

⑥ 暴風雪や大雪時など、気象庁から特別警報等が発表された場合には、天候が回復する
など、安全が確保されるまでは屋内退避を優先し、安全が確保できた場合に避難を実施




